
 

 

第７回調査分析部会 議事要旨 

 

１．日時：平成２５年１０月２９日（火） １６：００－１７：３０ 

 

２．場所：内閣府宇宙戦略室５階会議室 

 

３．出席者 

（１）委員 

中須賀部会長、青木部会長代理、秋山委員、五百木委員、橋本委員、渡邉委員 

（２）事務局 

西本宇宙戦略室長、森宇宙戦略室参事官、深井宇宙戦略室参事官、頓宮宇宙戦略

室参事官 

 

４．議事要旨 

（１）インド及び中国の宇宙政策等について 

  ＪＡＸＡ、ＳＪＡＣから資料１－１、１－２、２に基づいてヒアリングを行った。 

  主なヒアリング内容は下記の通り。 

 

＜インド＞ 

○ 2012 年に国家開発審議会で承認された第 12 次 5 ヵ年計画において、以下の

目標を設定。①衛星通信及び航行測位の強化、②地球観測分野でのリーダ

ーシップ、③GSLV MkⅢロケットの運用開始、④宇宙科学、月探査、火星周

回、太陽観測、⑤スピンオフの促進 

 

○ インドの外交は多極主義を志向。ロシアとの伝統的な友好関係に加え、米

国やアジアとの関係強化を図っている。 

 

○ ISRO（インド宇宙研究機構）が開発した宇宙機器及びサービスを国営企業

の Antrix 社が商業展開している。Antrix 社は、欧州 EADS-Astrium 社と提

携し、通信衛星の共同開発や EADS-Astrium 社の Spot-6 の打ち上げを実施。 

 

   ＜中国＞ 

○ 宇宙開発は総合国力の向上等の観点から党・国家において高いプライオリ

ティを保持。2期 10 年という長期政権の下で継続的に宇宙政策を推進。 

 

○ 2011 年の宇宙白書では、衛星応用産業や新興産業の発展促進等を進めると

ともに、知的所有権、標準化等に関する取組を強化するとしている。 

 

○ CASC（中国航天科技集団公司）及び CASIC（中国航天科工集団公司）が国営

企業として宇宙開発を実施。 

 

○ 新興国に対して、衛星製造と衛星打ち上げサービスをセットで販売。これ

まで、ナイジェリア、ベネズエラ、パキスタンの通信衛星を打ち上げ。 

 

以上 


